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要     旨 

ア．緒言                                             

 閉鎖神経は閉鎖管内で前枝と後枝に分岐し大腿に出現した後、多様な走行パターンを形成する。その

ため、閉鎖神経両枝をブロックするためには局所麻酔薬の閉鎖管内への注入が最も効果的である。我々

は 3 種類の閉鎖神経ブロック法間で造影剤を混入した局所麻酔薬の閉鎖管内への広がりを比較した。                                            

イ．研究対象及び方法 

経尿道的膀胱腫瘍切除術を受ける患者 150 名を対象に、年齢と body mass index を基準に神経刺激装置

を用いた classical pubic approach (PA)群と inguinal approach (IA)群、超音波装置を使用した

Ultrasound-guided methodologic approach（UMA 群）の 3 つの閉鎖神経ブロック法を無作為に割付

けた。脊髄くも膜下麻酔あるいは全身麻酔導入後に施行した閉鎖神経ブロックでは造影剤入りの局所麻

酔薬を使用し、X 線透視下で閉鎖管が造影される割合を比較した。                                            

ウ．結果                                              

造影剤アレルギー、ブロック部位の手術歴、閉鎖神経ブロック中止、不整脈で 7 名の患者が除外された。                                            
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UMA 群の閉鎖管造影成功は 42/50 例（84％）であり、PA 群 20/47 例（42.6％）、IA 群 22/46 例(47.8%)

と比較して有意に高かった(P < 0.001)。PA 群と IA 群間では閉鎖管造影成功率に有意差はみられなかっ

た(P = 1.000)。UMA 群では 13/50 例（26％）は閉鎖神経両枝が外閉鎖筋の上縁を走行しており（タイ

プ A）、全例閉鎖管が造影された。一方、37/50 例（74％）は閉鎖神経後枝が外閉鎖筋上部筋束とメイン

の外閉鎖筋間を走行しており（タイプ B）、29/37 例（78％）で閉鎖管が造影された。閉鎖管造影失敗要

因には外閉鎖筋より遠位でのブロック（PA 群 8 例、IA 群 15 例）と外閉鎖筋上部筋束の影響（PA 群

19 例、IA 群 9 例、UMA 群 8 例）の 2 つのパターンがあり、PA 群と IA 群間で閉鎖管造影失敗要因の

内訳に有意差がみられた（P＝0.026）。  

エ. 考察 

 PA 群と IA 群における閉鎖管造影成功率は 50％以下であった。ランドマーク法は、神経刺激による

内転筋反射をブロックの基準としている。そのため、閉鎖神経主幹刺激による反射と分枝の刺激による

一部の内転筋反射を区別することや、正確なブロック針先端の位置を確認することが困難である。その

結果、IA 群では外閉鎖筋よりも遠位でのブロック、PA 群では閉鎖管出口に存在する外閉鎖筋上部筋束

内注入が閉鎖管造影成功率を低下させる要因であることが判明した。 

 UMA 群において、タイプ A では混合液 5ml 注入で閉鎖管内まで広がることが確認された。一方タイ

プ B では、タイプ A と比較して閉鎖神経後枝が深い位置を走行するため、閉鎖神経後枝の確認と正確

な穿刺には技術を必要とした。そのため、特に非常に大柄な体型であった 4 例では、超音波画像上で外

閉鎖筋の描出が困難であったことが閉鎖管造影不成功に影響したと考えられた。                                            

 肉眼解剖学的に閉鎖神経の走行と外閉鎖筋の関係を調べた報告によると、大腿における閉鎖神経の走

行は外閉鎖筋上部筋束の形態学的変化が影響すると報告されている。今回の結果より、発達した外閉鎖

筋上部筋束は閉鎖管から出現した閉鎖神経前・後枝の走行のみならず、閉鎖神経ブロックで注入された

局所麻酔薬の閉鎖管内への広がりにも影響を与える可能性が示唆された。                                            

オ．結語 

 閉鎖神経ブロックにおいて、UMA 法は神経刺激装置を用いた方法よりも発達した外閉鎖筋上部筋束

の影響を受けにくく、注入された局所麻酔薬が閉鎖管内に広がる確率が高かった。                                 


